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葵中学校の生活信条葵中学校の生活信条
●●●葵中学校いじめ防止基本方針●●●

○いじめの防止についての基本的な考え方 �
　いじめは、いじめられた生徒の心身に深刻な影響を及ぼす許されない行為であり、該当生徒だけではなく、
全体の問題という意識をもち対応していきます。また、どの生徒も被害者にも加害者にもなりうる可能性が
あります。これらの基本的な考えを基に、教職員が日頃からささいな兆候を見逃さないように努めるととも
に、学校全体で組織的に対応していきます。
○いじめの防止等に関する具体的な取組 �
（１）令和７年度の課題
ア　ＳＮＳグループにおけるブロック、不適切な画像の拡散、ＳＮＳへの依存等の課題への対応として、ネットモ
ラル教育の充実に努める。

イ　生徒の心のピンチを素早く察知するために、現状把握の工夫や「レジリエンス」を育てる支援に努める。
（２）いじめの未然防止の取組　
ア　生徒同士の関わりを大切にし、互いに認め合い、共に成長していく「絆づくり」に努める。
イ　チーム学習を取り入れ、生徒の活動や努力を認め、自己肯定感を育む「分かる授業づくり」に努める。
ウ　教育活動全体を通して、道徳教育・人権教育の充実を図るとともに、体験活動を推進し、命の大切さ、相
手を思いやる心の醸成を図り、「居場所づくり」に努める。

エ　情報モラル教育を推進し、生徒がネットの正しい利用とマナーについての理解を深め、ネットいじめの加
害者、被害者とならないよう継続的に指導する。

オ　生徒会活動（生徒集会、伊賀川プロジェクト、ひまわりプロジェクトなど）を通して、相手の立場を尊重
する心を育む。

カ　年に２回のＷＥＢＱＵテストを実施したり、教育相談アプリ（デイケン）を活用したりして、生徒一人一人
に適切な対応を図る。

キ　生徒理解を深めるために、生活アンケート（いじめを含む）や教育相談（ヤングケアラーを含む）アン
ケートを活用して、生徒一人一人と面談を行う。また、教育相談アプリを活用し、生徒の現状を把握する。

ク　生徒の「レジリエンス」を育てる活動に努める。
（３）いじめの早期発見の取組
ア　アンケートの実施や教師の情報交換で、生徒の小さなサインを見逃さないように努める。
イ　教師と生徒との温かい人間関係づくりや、保護者との信頼関係づくりに努め、いじめ等について相談しや
すい環境を整えるように努める。

ウ　いじめ相談電話等、外部の相談機関を紹介し、生徒が相談しやすい環境を整える。
（４）いじめの初期対応の取組
ア　いじめの発見・通報を受けたら「いじめ・長期欠席対策委員会」を中心に組織的に対応する。
イ　被害生徒を守り通すという姿勢で対応する。
ウ　加害生徒には指導を行うだけではなく、行為に至った原因を分析し、支援を行う。
エ　教職員の共通理解、保護者の協力、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の専門家、警
察署、家庭児童科、児童相談所、若サポ等の関係機関との連携のもと取り組む。

オ　いじめが起きた集団へはたらきかけを行い、いじめを見過ごさない、生み出さない集団づくりを行う。
カ　ネット上のいじめへの対応については、必要に応じて警察や法務局をはじめ関係機関等とも連携して行う。

葵中HP

80th

720名（１年生：240名
　　　　２年生：234名
　　　　３年生：２46名）

■生徒数（R8．４．１現在）

学 校 要 覧
2026年度（令和8年）



昇降口開錠　7:30 ※7:30～8:00　　登校 8:00教室にて挨拶・健康観察

令和 8年度　生徒会テーマ

1.わかった・できたと感じ、自ら学ぶ力を高める授業づくり
・チャイムと同時に授業をはじめ、授業のスイッチをオンにする。
・チーム学習による個別に最適化された授業を推進する。
・校外学習や体験学習、専門家から学ぶ等、オーセンティックな学
習環境を積極的に導入する。

2.安全・安心できる学校と関係づくり
・岡崎版チーム担任制を導入する。
・Ｆ組・Ｓ組の理念を全教職員が正しく理解して、効果的に活用す
る。
・校内現職研修等を通して、教職員は子ども理解力を高め、個に応
じた柔軟な対応に努める。

3.感動的な教育活動づくり
・「あいさつ、おもいやり、いまがたいせつ」を教師が実践する。
・体育大会、文化祭等、昨年から一つこだわりを加えた感動あるも
のにする。
・生徒会活動への参加度を高め、子供たちの自治活動を活性化する。
4.働き方改革のすすむ職場環境づくり
・月２回の18:00退校を実践し、時間外在校時間４５時間以内を目
指す。
・チーム担任制を効果的に活用する。
・事務業務等において、ＡＩ（Copilot、ChatGPT等）を積極的
に活用する。

時　　刻 月 火 水 木 金 土・日
 8:00～ 8:10 特別活動（読書、学活）

部
活
動
③

 8:10～ 8:20 朝の会
 8:20～ 8:30 放　課
 8:30～ 9:20 １時間目　授業
 9:20～ 9:30 放　課
 9:30～10:20 ２時間目　授業
10:20～10:30 放　課
10:30～11:20 ３時間目　授業
11:20～11:30 放　課
11:30～12:20 ４時間目　授業
12:20～13:00 配膳・給食（歯磨き）
13:00～13:20 昼放課・休憩

13:20〜14:10 ５時間目　授業
14:10～14:20 放　課 14:15～14:20

帰りの会

14:20～15:10 ６時間目
授業

学活
（帰りの会を含む）
（全校集会）
（生徒集会）

６時間目　授業

14:30～16：30
部活動②
（120分）

15:15～15:30 清掃

15:20～16:30
部活動①
（70分）

清掃 清掃
15:35～15:40
帰りの会

15:35～15:40
帰りの会

15:35～15:40
帰りの会

16：30 下校完了
火・金曜日は
【夏16：45】
下校完了
【冬16：30】
下校完了

委員会・生徒議
会がある場合は
清掃なし
15:15～15:20
帰りの会
15:30～委・議

４４月月

・入学式
・１学期始業式
・避難訓練
・授業参観
・岡崎学力検査（３年）
・Spring CUP
・ひまわりプロジェクト開始

５５月月
・伊賀川プロジェクト開始
・中間テスト
・私立高校・専修学校説明会

６６月月

・海の学習（１年）
・修学旅行（3年）
・期末テスト
・各種大会
　コンクール激励会
・Final CUP

７７月月
・保護者会
・１学期終業式

８８月月
・２学期始業式
・避難訓練週間(～9/4）

９９月月

・岡崎学力検査（２年）
・後期生徒会役員選挙
・中間テスト
・文化祭
・公立高校説明会
・岡崎学力検査（３年）

1010月月
・体育大会
・選手激励会
・Autumn CUP
・キッズデイズ

1111月月 ・後期生徒総会
・期末テスト

1212月月
・岡崎学力検査（３年）
・葵祭り
・保護者会
・長距離走大会
・2学期終業式

１１月月

・３学期始業式
・書き初め会
・校内書き初め展
・岡崎学力検査（１、２年）
・総合テスト（３年）
・保護者会（３年）
・スキー研修（２年）

２２月月
・入学説明会
・学年末テスト（１、２年）

３３月月

・卒業を祝う会
・卒業式
・前期生徒会役員選挙
・保護者会（１、２年）
・修了式

２０２6年の重点目標

◆主な行事

◆日課表

・教育講演会、あおいＭＡＸは、火曜日６限をその時間にあてる。
・保護者会など特別日課は、別に定める。
・月・水・木に清掃。ただし、委員会がある日は清掃なし。
・部活動　平日は火・金曜日、休日は土曜日または日曜日のどちらかで実施。
・部活動実施日の下校完了時刻　3月から新人戦まで【夏16:45】。
 新人戦後から2月まで【冬16:30】。

　今年度、創立80年目を迎えました。歴史と伝統を継承し、社会の変化、生徒や家
庭、地域社会の実態に対応し、「知・徳・体の調和のとれた人間形成」を
育成する教育を目指します。
◇目指す生徒の姿　◦自ら学び、深く考え、主体的に行動する生徒
　　　　　　　　　◦夢や希望をもち、他とともに心豊かな生活を築く生徒
　　　　　　　　　◦命を尊び、心や体を鍛え、かざらず真面目でたくましい生徒

葵中学校の教育目標

＜チーム学習＞＜チーム学習＞

＜葵祭り＞＜葵祭り＞

＜体育大会・葵の舞＞＜体育大会・葵の舞＞

＜伊賀川プロジェクト＞＜伊賀川プロジェクト＞


